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参加者：大人 27 名 子ども 6 名 天気：晴れ時々曇り 

 

 

中道沿いのアベマキの幹にニホントカゲを見つけて歓声が上がりました。子どもの虫網で低い位置へ誘導し

ました。道端のキノコの丸い傘の裏がスポンジ状になっているのを見て、キノコに詳しい参加者の女性がイ

グチ科のキノコと教えてくれました。水路では交尾中のシオカラトンボが連なったままで飛んでいました。 

 

 

 

 

昆虫好きの男の子がピンク色のマダラバッタを採って見せてくれました。エンマコオロギは顔の模様からそ

の名がついたと言われていますが、じっくり観察した参加者からは「かわいい顔」との声が聞かれました。

マツカサススキは数が少なく刈り取られないよう注意が必要とのことでした。カヤツリグサ科の植物です。 

 

湿地ではヒヨドリバナが咲き始めていました。足元の小さな黄色い花はコケオトギリといい、もこれも大切

にしたい植物の一つとのことでした。辺りで見られるツユクサは、花が出ている部分(苞
ほう

)に細かい毛が生え

ていました。これまで区別なくツユクサと呼んできましたが、これはケツユクサという近縁種だそうです。 

シラタマホシクサが満開でした。9 月の自然観察会の観察項目の定番とも言うべき存在ですが、今回はひと株

だけ根から抜いて、葉を調べてみることになりました。花がついている細い茎の半分ほどの長さの葉が根元か

ら数枚伸びているのが確認できました。同じ場所でモウセンゴケもひと株抜きました。こちらは細長く伸びた

茎の先に種ができていました。この日はいろいろな場所でツマグロオオヨコバイがたくさん見られました。  

 

 

9 月に入っても厳しい残暑が続いています。それでも先月まで鳴いていたアブラゼミやニイニイゼミの声は聞こえず、 

頭上ではツクツクボウシだけが鳴いていました。一方で草むらではコオロギが鳴き、秋の気配が感じられました。 
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※Facebookも見てください！「平和公園自然観察会 Facebook」で検索・または⇒ 

http://heiwakoen.sakura.ne.jp/sizen-kansatukai/


 

田んぼまで行くことにしました。途中道端の倒木に生えたカワラタケが目を引きました。また大学生が見つけ

たのは頭や胸の部分の特徴からハラビロカマキリの脱皮殻でした。雑木林の中で子どもたちがクワガタを探し

ていました。樹皮の割れ目の中にもぐっているコクワガタを発見し、苦労しながらなんとか捕らえました。す

ぐそばの倒木の落ち葉の中から大きなゲジが出てきました。また少し先の樹液の出ているアベマキの幹にはコ

ガタスズメバチやオオスズメバチが来ていたため、参加者には立ち止まらず先に進むよう声がかかりました。 

今年のなごビオの生きもの一斉調査のテーマが陸貝であるため、葉の裏にくっついている小さなカタツムリに

まで目が行きました。アレチヌスビトハギが控えめな花をたくさん咲かせていい香りを放っていました。ナン

キンハゼにガの幼虫が数頭ついているのを見つけた参加者がいました。ナンキンキノカワガの幼虫でした。  

田んぼの手前の水路沿いにはシロバナマンジュシャゲが咲いていました。田んぼではイネが実り始めてい

ました。まっすぐ上を向いた穂の若い実を一粒取って皮を剥がしてみるよう声がかかりました。乳白色の

液が出て来て、口に含むとほんのり甘く、イネのミルクと呼ばれると教えてもらいました。参加者の一人

が田んぼの鳥よけネットについていたのを見つけたヤゴの抜け殻は、ギンヤンマのもののようでした。  

 

平和公園での観察項目: ツクツクボウシ,ノメイガがつづったヨシ,ムクゲ,オンブバッタ,アメリカザリガニ,ショウリョウ

バッタ,コバネイナゴ,ニホントカゲ,イグチ科のキノコ,トンボの仲間,ヒガンバナ,切り株,ウスバキトンボ,ハネナガイナゴ,

アベマキのドングリ,シオカラトンボ,ピンク色のマダラバッタ,ナナホシテントウ,ツマグロヒョウモン,エンマコオロギ,マ

ツカサススキ,ジュズダマ,ヒメタイコウチ,ヌマガエル,シラタマホシクサ,ヒヨドリバナ,ツマグロオオヨコバイ,コケオト

ギリ,ミズギボウシ,ワレモコウ,ナガコガネグモ,ケツユクサ,モウセンゴケ,カワラタケ,ハラビロカマキリの脱皮殻,テング

タケの仲間,コガタスズメバチ,オオスズメバチ,コクワガタ,ゲジ,ノキシノブ,カタツムリ,ヒイロタケ,アレチヌスビトハギ,

クズの葉の中の幼虫,ナンキンキノカワガの幼虫,ハゴロモの幼虫,キツネノマゴ,シロバナマンジュシャゲ,イネ,田んぼ,イ

ネのミルク,ギンヤンマの抜け殻,カナヘビ,スズメウリ,キンミズヒキ 
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